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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
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【公開番号】特開2010-80395(P2010-80395A)
【公開日】平成22年4月8日(2010.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-014
【出願番号】特願2008-250266(P2008-250266)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ   4/13     (2010.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   4/02    １０１　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月9日(2011.6.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板と、前記基板上に形成された活物質層とを備えたリチウムイオン二次電池用電極板
であって、
　前記活物質層が、前記基板から突出する複数の突起状粒子からなり、
　前記活物質層の表面のうち、対電極板の活物質層と対向しない領域の表面が、絶縁性の
可塑層によって被覆されていることを特徴とするリチウムイオン二次電池用電極板。
【請求項２】
　前記複数の突起状粒子間に、リチウムイオンが前記活物質層の外表面側から侵入して、
前記活物質層の内部を拡散できる貫通孔が存在する、請求項１に記載のリチウムイオン二
次電池用電極板。
【請求項３】
　前記可塑層の厚みが、前記活物質層の厚みよりも大きいことを特徴とする請求項１又は
２に記載のリチウムイオン二次電池用電極板。
【請求項４】
　前記可塑層が、フッ素系結着材、アクリルゴム、変性アクリルゴム、スチレン－ブタジ
エンゴム、アクリル系重合体、及び、ビニル系重合体からなる群より選択される少なくと
も１種を含有することを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載のリチウムイオン二次
電池用電極板。
【請求項５】
　前記可塑層の外表面が絶縁性フィルムによって被覆されていることを特徴とする請求項
１～４のいずれかに記載のリチウムイオン二次電池用電極板。
【請求項６】
　前記絶縁性フィルムが、ポリプロピレン、ポリフェニレンサルファイド、及び、ポリイ
ミドからなる群より選択される少なくとも１種から形成された絶縁性フィルムであること
を特徴とする請求項１～５のいずれかに記載のリチウムイオン二次電池用電極板。
【請求項７】
　正極板、負極板、及び、前記正極板と前記負極板とのあいだに挟まれたセパレータから
なる電極体を含有するリチウムイオン二次電池であって、
　前記正極板及び前記負極板のいずれか一方又は双方が、請求項１～６のいずれかに記載
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の電極板であることを特徴とするリチウムイオン二次電池。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　すなわち本発明は、基板と、前記基板上に形成された活物質層とを備えたリチウムイオ
ン二次電池用電極板であって、前記活物質層が、前記基板から突出する複数の突起状粒子
からなり、前記活物質層の表面のうち、対電極板の活物質層と対向しない領域の表面が、
絶縁性の可塑層によって被覆されていることを特徴とするリチウムイオン二次電池用電極
板に関する。
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